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概要

このドキュメントでは、統合サービス デジタル網（ISDN）切断原因コードの解釈方法について
説明します。ISDN 切断原因コードは、debug isdn q931 コマンド出力に表示され、コール切断の
理由を示します。

注：この演習ではdebug isdn q931コマンドを有効にします。debug isdn q931 コマンドで大量の
デバッグが生成されるので注意してください。デバッグの安全な使用方法の詳細については、『
debug コマンドの重要な情報』を参照してください。

debug isdn q931 コマンドの出力例を次に示します。この出力は、失敗した ISDN コールの接続
解除原因コードを示しています。

Calling#ping 10.10.10.2

   Type escape sequence to abort.

   Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.10.10.2, timeout is 2 seconds:

   20:52:14: ISDN BR0: TX -> SETUP pd = 8 callref = 0x2E

   20:52:14: Bearer Capability i = 0x8890

   20:52:14: Channel ID i = 0x83 20:52:14: Keypad Facility i = '5551111'

   20:52:15: ISDN BR0: RX <- CALL_PROC pd = 8 callref = 0xAE

   20:52:15: Channel ID i = 0x89

   20:52:16: ISDN BR0: RX <- PROGRESS pd = 8 callref = 0xAE

   20:52:16: Progress Ind i = 0x8A81 - Call not end-to-end ISDN,

     may have in-band info

   20:52:16: Signal i = 0x01 - Ring back tone on

   20:52:34: ISDN BR0: RX <- DISCONNECT pd = 8 callref = 0xAE

   20:52:34: Cause i =0x829F08 - Normal,unspecified or Special intercept,

     call blocked group restriction

   20:52:34: ISDN BR0: TX -> RELEASE pd = 8 callref = 0x2E

   20:52:34: ISDN BR0: RX <- RELEASE_COMP pd = 8 callref = 0xAE

接続解除コードの 0x は、その後のバイトが 16 進数形式であり、実際のコードの部分ではないこ
とを示します。次の表は、デバッグ出力から 0x を取り除いてコードを分解したものです。
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原因 i =   0x829F08  
解析し
た 16
進数の
バイト

82 9F 08

説明 原因コード発
信ポイント

接続解除原
因コード

オプションの診
断フィールド

前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいています。このドキュメン
トのすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始しています。対象のネット
ワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的な影響について
確実に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、「シスコ テクニカル ティップスの表記法」を参照してください。

原因コード発信ポイント

0x の後ろの最初のバイト（最上位）は、接続解除原因コードが表示される回線パスのポイントを
示しています。「概要」セクションのサンプル出力を検討してください。82 は、コールがローカ
ル電話会社スイッチから接続を解除されていることを示しています。ここでは、コールが接続を
解除されている場所を解釈できる原因コードの発信ポイントを示しています。

80：ルータ●

81：ローカル ユーザのそばにあるプライベート ネットワーク（ローカルの Private Branch
Exchange（PBX; 構内交換機）である可能性あり）

●

82：ローカル ユーザのそばのパブリック ネットワーク（ローカルの電話会社スイッチ）●

83：中継ネットワーク（ISDN クラウド内）●

84：リモート ユーザのそばのパブリック ネットワーク（リモートの電話会社スイッチ）●

85：リモート ユーザのそばのプライベート ネットワーク（リモート PBX である可能性あり
）

●

87：国際ネットワーク●

8A：インターネットワーキング ポイントの先にあるネットワーク●

接続解除原因コード

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_tech_note09186a0080121ac5.shtml


原因コード発信ポイント バイトの後に続く次のバイト（サンプル出力では 9F）は、接続解除原
因コードです。このバイトは、接続解除のトラブルシューティングに役立ちます。

次の表を使って、接続解除原因コード（16 進数）と原因の説明を関連付け、接続解除の理由を判
断できます。

原因の
説明 追加情報

通常の
接続解
除

コールは正常に接続解除されています。

未割り
当て番
号

スイッチは、正しい形式の ISDN 番号を受け
取ります。しかし、その番号は宛先の機器に
属していません。

指定さ
れたネ
ットワ
ークへ
のルー
トがな
い

ISDN 交換機が、認識できない中間のネットワ
ークを経由してコールをルーティングするた
めに要求を受信しています。この原因は、機
器が、特定の中継ネットワーク経由のコール
をルーティングするように要求を受信するこ
とを示しています。ただし、機器はネットワ
ークを認識しません。この原因を送信する機
器は、次のいずれかの理由によって中継ネッ
トワークを認識しません。

中継ネットワークが存在しない。●

中継ネットワークは存在するものの、こ
の原因を送信する機器にサービスを提供
していない。

●

この原因は、ネットワーク特有の基準でサポ
ートされています。

宛先へ
の経路
がない

コールが、宛先アドレスをサービスしない中
継ネットワークにルーティングされています
。この原因は、着ユーザが到達可能ではない
ことを示しています。コールをルーティング
するために使用されたネットワークが要求さ
れた宛先にサービスを提供しないとき、ユー
ザは到達可能ではありません。この原因は、
ネットワーク特有の基準でサポートされてい
ます。

特殊な
情報ト
ーンを
送信す
る

ダイヤルしたリモートの番号が、到達可能で
はありません。ダイヤルした番号を確認しま
す。ネットワークにアクセスするのに何らか
のプレフィクスが必要かどうかを確認します
。たとえば、PBX 経由の発信コールにはダイ
ヤル 9 が必要になります。詳細については、
電話会社/PBX の管理者に問い合わせてくださ
い。

トラン
ク プレ
フィク
スのダ
イヤル

ダイヤルしたリモートの番号が、到達可能で
はありません。ダイヤルした番号を確認しま
す。ネットワークにアクセスするのに何らか
のプレフィクスが必要かどうかを確認します
。たとえば、PBX 経由の発信コールにはダイ



ミス
ヤル 9 が必要になります。詳細については、
電話会社/PBX の管理者に問い合わせてくださ
い。

チャネ
ルが受
け入れ
不可能

指定されたチャネルのサービス品質が十分で
ないため、接続が受け入れられません。チャ
ネルが使用できないために、コールが失敗し
ています。PBX を使用している場合は、PBX
の設定を確認します。PRI の場合、電話会社
が提供するチャネルの数がどの程度なのかを
確認します。

すでに
確立さ
れてい
るチャ
ネルに
割り当
てられ
、配送
された
コール

ユーザは、すでに確立されたコール チャネル
に接続する着信コールを割り当てます。この
原因は、ユーザが着信コールを受け取ってい
ることを示しています。この着信コールは、
同様のコール（パケット モード X.25 バーチ
ャル コール）用にすでに使用されているチャ
ネルに接続します。

プリエ
ンプシ
ョン

コールはブロックされます。別のコールがユ
ーザのコールよりも高い優先度を持っている
場合は、ユーザのコールがブロックされるこ
とがあります。この状況は、音声コールでは
一般的です。待機して後でもう一度呼び出し
ます。PBXを使用する（または接続するリモ
ート サイトが PBX を使用する）場合、PBX
の設定を確認します。問題が解決しない場合
は、電話会社にお問い合せください。

プリエ
ンプシ
ョン、
回線が
再使用
のため
に予約
済み

コールはブロックされます。別のコールがユ
ーザのコールよりも高い優先度を持っている
場合は、ユーザのコールがブロックされるこ
とがあります。この状況は、音声コールでは
一般的です。待機して後でもう一度呼び出し
ます。どちらかの側が PBX を使用している場
合は、PBX の設定を確認します。問題が解決
しない場合は、電話会社にお問い合せくださ
い。

正常な
コール
クリア

正常なコール クリアです。何も操作を行う必
要はありません。この原因は、コールに関連
するユーザの誰かがコールのクリアを要求し
たためにコールが接続を解除することを示し
ています。通常の状況では、ネットワークは
この原因の発生源ではありません。コールが
この接続解除原因コードで失敗した場合、コ
ールは、PPP、認証、またはアイドル タイム
アウト関連の問題など、高いレイヤ プロトコ
ルで失敗する可能性があります。ルータの設
定を確認します。また、コールバックを要求
していた場合は、リモート デバイスはコール
の接続を解除し、このコードを生成してから
コールし戻します。



ユーザ
ビジー

着システムは接続要求に確認応答を返します
。しかし、システムはすべての B チャネルが
使用中であるためにコールを受け入れること
ができません。ユーザの機器は、この状況で
はコールと互換性があります。
注：複数のISDN回線がある場合は、電話会社
が「ハントグループ」に設定して、コールを
次に使用可能な回線に切り替えることができ
ます。

ユーザ
の応答
がない

宛先がコールに応答しないために、接続が失
敗します。この原因は、ユーザが指示された
時間内にコール確立メッセージに応答してい
ないことを示しています。ユーザは、タイマ
ー T303 または T310 が時間切れになると、
ITU-T Q.931 に従い、警告指示または接続指
示で応答する必要があります。

ユーザ
からの
応答な
し

宛先は接続要求に応答しますが、指示された
時間内に接続を完了できません。この原因は
、ユーザが警告指示を提供したものの、指定
された時間内には接続指示を提供していない
ことを示しています。Q.931 手順は、必ずし
もこの原因を生成しません。内部ネットワー
ク タイマーがこの原因を生成することがあり
ます。接続のリモート端末に問題があります
。

加入者
不在

到達しようとしているリモート デバイスが利
用できず、ISDN ネットワークから接続を解除
されています。そのデバイスの担当者に問い
合わせてください。

コール
拒否

宛先はコールを受け入れられますが、未知の
理由でコールを拒否しています。この原因は
、この原因を送信する機器がこのコールの受
け入れを希望していないことを示しています
。
注：この原因を送信する機器がビジーでも互
換性がないため、機器はコールを受け入れる
ことができます。ただし、機器はコールを拒
否します。

番号変
更

コールの設定に使用された ISDN 番号は、シ
ステムに属していません。発信者は、着信側
が割り当てられなくなったときにこの原因を
受け取ります。オプションとして、診断フィ
ールドに新しい着信側番号を含めることがで
きます。ネットワークがこの機能をサポート
していない場合、発信者は原因番号81、未割
り当て（未割り当て）番号を受け取ります。

新しい
宛先へ
のリダ
イレク
ション

コールが別の ISDN 番号にルーティングされ
ています。コールの番号を確認してください
。また、PBX 設定（PBX を使用している場合
）を確認してください。



ルーテ
ィング
交換エ
ラー

コールをリモート側にルーティングできませ
ん。コールの番号を確認してください。また
、PBX 設定（PBX を使用している場合）を確
認してください。

非選択
ユーザ
のクリ
ア

宛先はコールを受け入れることができます。
しかし、コールがユーザに割り当てられてい
ないので、宛先はコールを拒否します。

宛先異
常

インターフェイスの誤動作のために宛先に到
達不可能です。さらに、シグナリング メッセ
ージを配信できません。この状況は一時的な
ものである可能性があります。ただし、とき
には、この状況が長期間続くこともあります
。この原因は、シグナリング メッセージがリ
モート ユーザに配信できなかったことを示し
ます。たとえば、リモート ユーザ側の物理層
またはデータ リンク層に障害が発生し、ユー
ザの機器がオフライン（電源オフ）になって
いる場合などです。

番号形
式が不
正

宛先アドレスが認識できない形式または不完
全であるために、接続が失敗します。番号の
形式が正しいかどうかを確認します。これに
は PBX 用、および長距離用の適切なディジッ
トが含まれます。

ファシ
リティ
拒否

ネットワークは、ユーザが要求するファシリ
ティを提供できません。

ステー
タス問
い合わ
せへの
応答

ステータス メッセージは、ステータス問い合
わせメッセージの受信への直接の応答に表示
されます。

正常、
詳細不
明

このメッセージは、標準の原因が適用されな
いときに、正常イベントの発生を報告します
。必要な操作はありません。

回線故
障

コールは、ISDN ネットワークでの何らかの問
題のために伝送できません。

使用可
能なチ
ャネル
なし

コールを受けるために利用できる適切なチャ
ネルがないため、接続が失敗します。

到達不
能な宛
先

宛先は、電話会社のネットワーク経由では到
達できません。電話会社に問い合わせてくだ
さい。

故障

コールのルーティングに必要なネットワーク
のどこかに異常があります。ネットワークの
誤動作のために宛先に到達不可能です。状態
は長期間続く可能性があります。すぐに再接
続しても失敗する可能性があります。長距離
通信事業者を使用している場合、



Presubscribed Inter-exchange
Carrier（PIC）を使用してみてください。 た
とえば、10-10-xyz 通信事業者を使用すること
ができます。PIC によって、問題は長距離通
信事業者にあるかどうかを確認することがで
きます。

ネット
ワーク
故障

ネットワークの誤動作のために宛先に到達不
可能です。状態は長期間続く可能性がありま
す。すぐに再接続しても失敗する可能性があ
ります。長距離通信事業者を使用している場
合、Presubscribed Inter-exchange
Carrier（PIC）を使用してみてください。 た
とえば、10-10-xyz 通信事業者を使用すること
ができます。PIC によって、問題は長距離通
信事業者にあるかどうかを確認することがで
きます。

永久フ
レーム
モード
接続が
アウト
オブ サ
ービス

このメッセージは、機器の故障が永久接続を
終了させている可能性があることを示してい
ます。問題が解消されない場合は、電話会社
に問い合わせてください。

固定フ
レーム
モード
接続が
動作中

このメッセージは、永久接続が、終了後も全
面的に動作可能であるときに発生します。機
器の障害が、以前の接続を終了させたと考え
られます。

一時的
な障害

ネットワークの誤作動のためにエラーが発生
しています。問題が解消されない場合は、電
話会社に問い合わせてください。

交換機
器の輻
輳

宛先は、ネットワーク交換機器で一時的にオ
ーバーロードが発生したために、到達不可能
になっています。Try again later.] という

アクセ
ス情報
が廃棄
された

ネットワークは、ユーザが要求するアクセス
情報を提供できません。この原因は、ネット
ワークがリモート ユーザにアクセス情報を配
信できないことを示しています。たとえば、
ユーザ間情報、低レイヤ互換、高レイヤ互換
、診断用のサブアドレスを示します。
注：診断に特定のタイプの廃棄されたアクセ
ス情報を含めるオプションがあります。

要求さ
れたチ
ャネル
が使用
不可

リモート機器は、未知の理由により、ユーザ
が要求するチャネルを提供できません。この
問題は通常は一時的なものです。

リソー
スが利
用でき
ない、

ユーザが要求するチャネルまたはサービスは
、未知の理由で利用できません。この問題は
通常は一時的なものです。



詳細不
明

Quality
of
Service
（QoS
）が利
用不可
能

ネットワークは、ユーザが要求する QoS を提
供できません。この問題は、サブスクリプシ
ョンの問題のために発生する可能性がありま
す。この原因コードは、推奨X.213で定義され
ているQoSをネットワークが提供できないこ
とを報告します。たとえば、この原因コード
は、ネットワークがスループットや伝送遅延
をサポートできない場合に表示されます。

要求さ
れたフ
ァシリ
ティが
未登録

リモート機器は、サブスクリプションだけに
よって補足サービスをサポートしています。
この原因は、ユーザが要求する補足サービス
をネットワークが提供できないことを示して
います。ユーザが、サポートするネットワー
クと必要な管理配置を完了していない可能性
があります。ISDN ネットワークは、ユーザが
コールを試行しても SPID を入力していない
か、間違った SPID を入力した場合にこの原
因コードを返すこともあります。入力した
SPID が正しいことを確認するか、使用してい
る電話会社に SPID の確認を依頼してくださ
い。また、ISDN ネットワークがサポートする
発信コールの速度（56k または 64k）を確認
します。

発信コ
ールへ
の障害

発信コールには何らかの制限が存在します。
ISDN ネットワークは、発信コールの作成を許
可しません。

発信コ
ールが
CUG1
内で妨
害され
た

発信コールには何らかの制限が存在します。
ISDN ネットワークは、発信コールの作成を許
可しません。

着信コ
ールが
妨害さ
れた

ISDN ネットワークは、コールの受信を許可し
ません。電話会社に問い合わせてください。

着信コ
ールが
CUG1
内で妨
害され
た

ISDN ネットワークは、コールの受信を許可し
ません。電話会社に問い合わせてください。

ベアラ
機能が
無許可

サブスクリプションの問題は通常はこの問題
を引き起こします。この原因は、機器が実装
するベアラ ケーパビリティをユーザが要求し
たものの、ユーザはベアラ ケーパビリティを
使用する認可を得ていないことを示していま
す。

ベアラ 通常、ネットワークはユーザが要求するベア



機能が
現在使
用不能

ラ ケーパビリティを提供します。ただし、ベ
アラ ケーパビリティが現在利用できない場合
、この原因が表示されます。一時的なネット
ワーク問題またはサブスクリプション問題が
この問題を引き起こす可能性があります。着
信コールがアナログ（モデム コール）である
場合、PRI または BRI の物理インターフェイ
スの下に ISDN 着信音声モデムがあるかどう
かを確認します。

サービ
ス/オプ
ション
が利用
できな
い、詳
細不明

ネットワークまたはリモート機器は、詳細不
明の理由により、ユーザが要求するサービス
オプションを提供できません。サブスクリプ
ションの問題がこの問題を引き起こす可能性
があります。

ベアラ
機能が
未実装

ネットワークは、ユーザが要求するベアラ ケ
ーパビリティを提供できません。これ以上の
トラブルシューティングについては、電話会
社に問い合わせてください。

チャネ
ル タイ
プが未
実装

ネットワークまたは宛先の機器が、ユーザが
要求するチャネル タイプをサポートしていま
せん。

要求さ
れたフ
ァシリ
ティが
未実装

リモート機器は、ユーザが要求する補足サー
ビスをサポートしません。

制限さ
れたデ
ジタル
情報ベ
アラ機
能だけ
が使用
可能

ネットワークは、非制限デジタル情報のベア
ラ機能を提供できません。この原因は、デバ
イスが制限のないベアラ サービスを要求して
いることを示しています。ただし、機器は、
ベアラ ケーパビリティのうち、制限されたバ
ージョンのものだけをサポートしています。

サービ
ス/オプ
ション
が実装
されて
いない
、詳細
不明

ネットワークまたはリモート機器は、詳細不
明の理由により、ユーザが要求するサービス
オプションを提供できません。サブスクリプ
ションの問題がこの問題を引き起こす可能性
があります。

不正な
コール
参照値

リモート機器は、ユーザ ネットワーク インタ
ーフェイスでは現在使用されてないコール参
照のコールを受信します。

特定さ
れたチ
ャネル

ユーザは、インターフェイス上で起動されて
いないチャネルをコール用に使用するように
受信側の機器に要求します。この原因は、機



が存在
しない

器が、インターフェイスでアクティブではな
いチャネルをコール用に使用するという要求
を受信することを示しています。たとえば、
ユーザが 1 ～ 12 までの番号の一次群速度イ
ンターフェイスのそれらのチャネルにサブス
クライブし、ユーザの機器またはネットワー
クがチャネル 13 ～ 23 にコールを割り当てよ
うとしている場合、この原因コードが表示さ
れます。

中断コ
ールが
存在す
るが、
コール
ID が存
在しな
い

ネットワークは、コール再開要求を受信しま
す。コール再開要求には、サスペンドされた
コールを表すコール ID を示すコール識別
（ID）情報要素が含まれます。この原因は、
現在サスペンドされているコールに対して、
使用中である ID とは異なるコール ID のある
コールを再開するようにユーザが試行してい
ることを示しています。

コール
ID が使
用中

ネットワークは、コール再開要求を受信しま
す。コール再開要求には、再開要求がサスペ
ンドされたコール用であることを示すコール
ID 情報要素が含まれています。この原因は、
ネットワークがコール サスペンド要求を受信
していることを示しています。コール サスペ
ンド要求には、コール ID（ヌル コール ID を
含む）が含まれています。 この ID は、コー
ルを再開できるインターフェイスのドメイン
内にあるサスペンドされたコールにすでに使
用されています。

サスペ
ンドさ
れたコ
ールは
ない

ネットワークは、待ち状態中のサスペンドさ
れたコールが存在しない場合、コール再開要
求を受信します。この一時的なエラーは、連
続的なコールの再試行によって解決できます
。この原因コードは、ネットワークがコール
再開要求を受信していることを示しています
。コール再開要求は、コールを再開できるド
メイン インターフェイス内にサスペンドされ
たコールを現在示していないコール ID 要素を
含んでいます。

要求さ
れたコ
ール ID
のある
コール
はクリ
アされ
ている

この原因は、ネットワークがコール再開要求
を受信していることを示しています。コール
再開要求には、本来はサスペンドされたコー
ルを示していたコール ID 情報要素が含まれて
います。ただし、ネットワーク タイムアウト
またはリモート ユーザがサスペンドされたコ
ールをクリアします。

ユーザ
は
CUG1
のメン
バーで
はない

コールは、次の理由のいずれかによって、通
過していない可能性があります。

間違った ISDN 番号をダイヤルした。●

使用する許可を得ていないサービスを要
求している（このサービスにサブスクラ

●



イブしていない）。
ユーザが使用するサービスをリモート デ
バイスが使用するように許可されていな
い。

●

コールの番号を確認してください。問題が解
決しない場合は、電話会社にお問い合せくだ
さい。

互換性
のない
宛先

この原因は、ISDN 以外の機器に接続している
ことを示しています。たとえば、アナログ回
線などです。この原因は、低レイヤ互換、高
レイヤ互換、または機器が対応できない他の
互換属性（データ速度など）を持つコールを
確立するための要求を機器が受信しているこ
とを示しています。このコードは、呼び出し
側のデバイスが間違った番号をダイヤルして
おり、ISDN 以外のデバイスに到達したときに
よく表示されます。そのため、正しい番号を
ダイヤルしていることを確認してください。
また、この原因は、データ コールが音声番号
に対するものか、音声コールがデータだけを
サポートする番号に対するもののときにも発
生する可能性があります。番号が正しい場合
には、電話会社がそのスイッチを誤って設定
していないかを確認してください。

CUG1
が存在
しない

コールは、次の理由のいずれかによって、通
過していない可能性があります。

間違った ISDN 番号をダイヤルした。●

使用する許可を得ていないサービスを要
求している（このサービスにサブスクラ
イブしていない）。

●

ユーザが使用するサービスをリモート デ
バイスが使用するように許可されていな
い。

●

ダイヤルした番号を確認します。問題が解決
しない場合は、電話会社にお問い合せくださ
い。

無効な
トラン
ジット
ネット
ワーク
の選択

デバイスが、認識されていない中間のネット
ワークを経由するコールをルーティングする
ように ISDN 交換機に要求しています。この
原因は、誤った形式の中継ネットワーク ID を
ISDN 交換機が受信していることを示していま
す。ITU-T Q.931 の Annex C がこの定義を提
供しています。

無効な
メッセ
ージ、
詳細不
明

無効なメッセージが標準の理由を伴わずに表
示されています。この問題は、通常は D チャ
ネルのエラーのために発生します。エラーが
系統的に発生している場合、そのエラーを使
用している ISDN のサービス プロバイダーに
報告してください。

必須 IE 受信装置でメッセージを受信しましたが、必



の欠落

須情報要素の 1 つが含まれていません。この
原因は、機器がメッセージを処理するために
必要な情報要素を含んでいないメッセージを
機器が受け取っていることを示します。この
問題は、D チャネルのエラーのために発生し
ます。スイッチ タイプを正しく設定したこと
を確認します。この問題を解決するには、ル
ータの Cisco IOS® ソフトウェアをアップグ
レードします。エラーが系統的に発生してい
る場合、そのエラーを使用している ISDN の
サービス プロバイダーに報告してください。

メッセ
ージ タ
イプが
未実装

受信側の機器が、メッセージ タイプが無効で
あるか、機器がそのメッセージ タイプをサポ
ートしていないかのいずれかによって、認識
されないメッセージを受け取っています。リ
モート設定またはローカル D チャネルの問題
が、この問題を引き起こしています。

メッセ
ージに
コール
状態と
の互換
性がな
いか、
メッセ
ージが
実装さ
れてい
ない

リモート機器が標準以外の原因の不正なメッ
セージを受信しています。この原因は、手順
に従うと、コール状態では許可されていない
メッセージを機器が受信していることを示し
ています。この原因は、また、機器が互換性
のないコール状態を示している STATUS メッ
セージを受信していることも示す可能性があ
ります。この問題は、D チャネルのエラーの
ために発生します。エラーが再発する場合、
そのエラーを使用している ISDN のサービス
プロバイダーに報告してください。

IE が実
装され
ていな
い

リモート機器は、機器が認識できない情報要
素を含むメッセージを受信しています。この
原因は、デバイスが認識できない情報要素を
含むメッセージを機器が受信していることを
示しています。この問題は、機器が情報要素
識別子を定義または実装しないときに発生す
ることがあります。ただし、機器がメッセー
ジを処理するために、メッセージが情報要素
を含む必要はありません。この問題は、D チ
ャネルのエラーのために発生します。エラー
が再発する場合、そのエラーを使用している
ISDN のサービス プロバイダーに報告してく
ださい。

 

リモート装置でメッセージを受信しましたが
、情報要素に無効な情報が含まれています。
この原因は、機器が実装されている情報要素
を受信しているものの、情報要素のフィール
ドの 1 つ以上が異なる形式でコード化されて
いることを示しています。この問題は、D チ
ャネルのエラーのために発生します。

メッセ
ージに
はコー

リモート機器は、接続の現在の状態に対応し
ない、予想されたメッセージを受信していま
す。この問題は、D チャネルのエラーのため



   

ル状態
との互
換性が
ない

に発生します。

時間切
れによ
る復旧

コールは、エラーが発生した可能性があるた
めに通過しません。たとえば、状態の同期エ
ラーがあります。後でもう一度試行してくだ
さい。問題が解消されない場合は、ISDN サー
ビス プロバイダーに問い合わせてください。

パラメ
ータが
未実装

使用する必要のあるサービスを ISDN ネット
ワークをサポートしていないために、コール
が通過しません。ISDN サービス プロバイダ
ーにお問い合せください。

プロト
コル エ
ラー、
詳細不
明

この原因は、他の標準的な原因のない、指定
されていない D チャネル エラーを示していま
す。

インタ
ーワー
キング
、未特
定

この原因は、イベントが発生するものの、ネ
ットワークがアクションの原因を提供しない
ことを示しています。正確な問題は不明です
。

未知の
原因値 原因値が未知です。

1 CUG：Closed User Group（非公開ユーザ グループ）は、（バーチャル プライベート ネットワ
ークの）他のユーザの数を制限するためにだけ着番号を利用可能にすることができる X.25 ネッ
トワークと ISDN ネットワークのファシリティです。 詳細は、電話会社に問い合わせてください
。

オプションの診断フィールド

最後の 16 進数の 2 桁（例では 08）はオプションです。通常、これらの桁は診断目的には使用し
ません。ただし、ときには、このバイトを使用して、接続解除原因コードに追加情報を提供する
ことができます。debug isdn q931 出力には、これらの桁が含まれていることがあります。

関連情報
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ダイヤルアップ技術：トラブルシューティング テクニック●
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